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一のバンドを与え，分子量はゲルj戸過法と SDS電気泳動法日よる測定で，約56， 000 と推定された。
等電点は5.4であった。また作用の至適pHは，受容体により多少の差異がみられたが，いずれも弱ア
ルカリ域に存在した。



























点、を明らかにした。すなわち(1)酵素タンパクの分子量は約56， 000 と推定された。 (2)精製酵素は， UDPｭ
ガラクトースから N- アセチルグルコサミン，またはN- アセチルグルコサミンを糖側鎖の非還元末端
とする糖タンパクに，ガラクトースを特異的に転移させた。 (3)これらの反応で生成したガラクトシド
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ら， N- アセチルグルコサミンまたはN- アセチルグルコサミンを糖側鎖の非還元末端とする糖タンパ
クに，ガラクトースを特異的に転移させることが確認され，これらの反応で生成したガラクトシド結
合はガラクトースβ1 → 4Nーアセチルグルコサミンであることが証明された。
この論文は，口腔内の生理および病理過程に重要なかかわりあいをもっ唾液糖タンパクの動態を支
配する要因を解析する上で，貴重な手掛りを与えるものであり，歯学博士の学位論文に十分値するも
のと認める。
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